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ことである。実地教育等を通して，附属小学校の教員と出      図１ 参加者の教職経験 
会い，大学時代から継続して会に参加している教員も多い。また，その教員と同期や同僚の教員が参加
することもある。 
（２）参加者の目的意識                    表１ 参加してよかったこと 
 また，「この会に参加してよかったことは何ですか。」という 
設問についてまとめると，表１のようになった。各設問とも， 
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限り，校内研究会に直接つながると感じている参会者は少ないということであろう。 




















































                                  （広島県・２０代教諭） 
・若い先生方がしっかり実践されていてすごいと感じた。本日の発表をうけて，自身の実践発表につ
いてもう一度催行したい。 
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T:今見てる子はわかるよね。(黒板にブロックを置きながら)○○○○○  ←○○○ 
C:きました。 



































































































































































































































視覚的に表すことが，新たな自分の気付きにつながっていった。    
10 月 書籍のテーマ・分担決め 
12 月 初稿〆切 
1 月 査読 
2 月 第 2 稿〆切 
   査読・入稿  
3 月 完成 
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えたこともあったと考える。                        作成した書籍 
 












































































・教師の学びを科学する データから見える若手の育成と熟達のモデル 北大路書房 中原淳監修 脇本健弘・町支大祐 著（2015） 
・2020 年からの教師問題 ベスト新書 石川一郎 著（2017） 
 
